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＜あらまし＞ 本シンポジウムでは，熊本大学大学院教授システム学専攻において進行中の複数

の外部資金研究を横断的に取り上げ，次世代の学習支援を構成する設計原理について検討す

る．具体的には，学習ログや行動データに基づく先延ばし行動の分析と適応的支援，身体性を含

む学習過程のマルチモーダル理解，生成 AI による併走エージェントや個別最適化学習システム

の開発，高齢者の主体的行動変容を支援する教育デザイン，ならびに学習支援者育成や養護教

諭養成におけるカリキュラム設計を対象とする．これらの研究を通して，データ駆動・身体性・社会

的文脈を統合した学習支援の可能性を議論し，教授システム学が拓く次世代学習支援の理論的・

実践的方向性を検討する． 
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1. はじめに 
近年，学習ログや生成 AIの活用を基盤とした

データ駆動型の学習支援が広く展開されてい

る．一方で，学習は認知的活動にとどまらず，身

体的活動や学習者が置かれた社会的文脈と密

接に関わる営みであり，これらを十分に統合した

学習支援の設計は依然として課題である．教授

システム学は，学習過程を多面的に捉え，理論

と実践を往還しながら教育を設計する学問領域

であり，こうした課題に応答する役割を担ってき

た． 

本シンポジウムでは，熊本大学大学院教授シ

ステム学専攻において現在進行中の複数の科

研費研究を対象とし，データ駆動・身体性・社会

的文脈という異なる視点を統合した次世代の学

習支援の在り方について検討することを目的と

する．個別研究の成果紹介にとどまらず，主体

的な行動変容を支える学習支援の設計原理を

検討することを通して，教授システム学が果たす

べき理論的・実践的貢献を議論する． 

 

2. 対象とする研究群の概要 
本シンポジウムでは，学習支援を多面的に捉

えるため，教授システム学専攻において進行中

の複数の科研費研究を対象とする．まず，学習

ログや行動データを活用したデータ駆動型学習

支援として，先延ばし行動の類型化と目標志向

性に基づく適応的支援に関する研究（JSPS 科

研費 JP25K15389 ほか）や，学習履歴を基に理

解度を推定し，最適な課題提示を行う個別最適

化学習システムの開発（JP25K15371）が進めら

れている． 

次に，身体性や実世界での実践を含む学習

を対象とした研究として，マルチモーダルデータ

と AI・ロボティクスを統合し，身体活動と認知活

動が分散する学習過程の可視化と内省支援を

行う研究（JP24KK0051）や，高齢者の運転行動

を対象に主体的な行動変容を促す教育デザイ

ンの検討（JP23H00214）が挙げられる． 

さらに，学習が社会的文脈の中で成立するこ

とに着目し，共存在感を活用した独習環境にお

ける併走エージェントの開発（JP25K15388），学

習支援者の育成を目的としたチュータリング・ス

キルの測定と資格連動型支援（24K15221），養

護教諭養成における看護学モデルカリキュラム

の構築（JP23K02706）といった研究が進行中で

ある． 

3. 統合的問いと分析視点 
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本シンポジウムでは，個別の研究成果を横断

的に捉えるため，次の統合的問いを設定する．

データ駆動・身体性・社会的文脈という異なる視

点を，学習者の主体的な行動変容を支える学習

支援として，どのように統合的に設計できるのか

である．本章では，この問いに基づき，教授シス

テム学として検討すべき分析視点を整理する． 

第一に，データ駆動の視点では，学習ログや

マルチモーダルデータを用いて学習過程をどの

ように捉え，学習者の状態や変化をいかに支援

に翻訳するかが問われる．単なる可視化や予測

にとどまらず，学習者の目標志向性や文脈に応

じた介入設計が重要となる． 

第二に，身体性の視点では，学習が実世界

での行動や身体活動を伴う営みであることを踏

まえ，AI や学習システムがどのように気づきや内

省を促進できるかが焦点となる．特に，身体活動

と認知活動が分散する学習において，支援の適

切な介入点を設計する必要がある． 

第三に，社会的文脈の視点では，学習が他

者との関係性の中で成立することを前提に，人，

AI，学習環境の役割分担を再定義することが求

められる．本シンポジウムでは，これら三つの視

点を統合し，次世代の学習支援における教授シ

ステム学の設計原理を明らかにすることを目指

す． 

4. シンポジウムの構成と進行 
本シンポジウムの式次第は表 1 の通りである.

導入として企画趣旨と統合的問いを共有した

後，複数の研究成果を効率的に把握するため

のライトニングトークを行う構成とする．各登壇者

は，対象とする学習支援の特徴と設計上の論点

を簡潔に提示し，研究間の共通点と差異が明確

になるよう配慮する． 

続くパネルディスカッションでは，第 3 章で示

した三つの分析視点に基づき，データ駆動・身

体性・社会的文脈を統合した学習支援の設計原

理について議論する．個別研究の成果を相互

に関連付けながら，教授システム学として記述

可能な共通枠組みの抽出を試みる． 

最後に，フロアとの質疑応答を通して議論を

深化させ，次世代の学習支援に向けた課題と展

望を共有する． 

5. 期待される成果と意義 
本シンポジウムを通して，個別の科研費研究

で得られた知見を横断的に整理し，次世代の学

習支援に求められる設計原理を教授システム学

の観点から明らかにすることが期待される．特

に，データ駆動・身体性・社会的文脈という三つ

の視点を統合することで，学習者の主体的な行

動変容を支える学習支援の在り方を理論的に位

置付けることが可能となる． 

また，本企画は，AI やデータ分析技術の進展

を踏まえつつ，人や学習環境の役割を再考する

契機を提供する．これにより，今後の教授システ

ム学研究において，設計対象や評価の枠組み

を拡張するための示唆を与えるとともに，実践と

研究を架橋する学術的基盤の構築に貢献する

ことを目指す． 

 

表 1 自主企画シンポジウム(90分)の式次第 
 内容 課題・ 

観点 
登壇

者 
分 

導入 趣旨説明 企画全体 戸田 3 
ライト

ニング

トーク
① 

データ駆動

型学習支援

の設計と可

能性 

先延ばし行

動の類型化

と適応的支

援  

久保

田 
1
2 

個別最適化

学習システ

ム 

喜多 

ライト

ニング

トーク

② 

身体性・実

践を含む学

習を支える

デザイン 

miXai^lear
n 

Maju
mdar  

1
2 

高齢者運転

における主

体的行動変

容支援 

戸田 

ライト

ニング

トーク
③ 

社会的文脈

に基づく学

習支援と支

援者育成 

AI併走エー
ジェント  

中野 1
8 

チュータ育

成  
合田 

養護教諭養

成カリキュ

ラム 

川越 

パネル

ディス

カッシ

ョン 

統合的問い

に基づく討

議 

データ駆

動・身体

性・社会的

文脈の統合 

全登

壇者 
3
0 

総括 フロア質

疑・まとめ 
全体総括 戸田 1

5 
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